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巻首図版 1 上 ・下 ：発掘9岡査地区近景





巻首図版 2 上：発掘調査地区近烈 下 ：ピッ ト群検出状況





巻首図版 3 上 ・下 ：建物遺構検出状況
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巻首図版4 上 ：各種遺構検出状況 下：方形状魏物遺構
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巻首図版 5 上：石敷遺構下 ：方形状遺構





巻首図版 6 ..I:: 円形状遺構 （溜井） 下：大溝遺構検出状況
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巻首図版 7 上 ：石列遺構 下： 遺物集中遺構





巻首図版 8 上 ・下：遺物出土状況
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序

本報告柑は、県庁舎建設局からの分任を受け、平成 2年度から平成3年度にかけて実施した県庁舎許察

棟建設工↓Jr. に伴う緊急発掘調査の成呆を記録したものであります。

県庁令は、行政棟 ・議会棟 ・舒察棟の 3つのセクションから構成され、それぞれが独立した建物として

昭和61年に行政棟建設工事に充f手し、平成 5年の管察棟の竣工をもって完成しました。

本報告書はこれまでに報告してきました「i剪旧古窯跡 (I)一行政棟建設に係る発掘調企ー」、 n勇田古

窯跡 (rr)一議会棟建設に係る発掘閻査ー」に続く敢後の報告牲となるもので、「洒田内窟跡 (ill)一袢

察棟建設に係る発掘調究ーJとして刊行するものであります。

ご水知のように県庁令が位骰する一帝は、古く 17世紀頃には湧田村があり、現在の壷屈惣の開設よりも

60年も前に焼き物が作られていた地であります。

その記録として琉球王府が編謀した 「球陽」の中に涌田勲創建の記事を見ることができます。

湧田古惣跡の発掘調在は、沖縄の窯業史研究に大きな彩靱を与えたと言って も過行ではあ りません。特

に行政棟の敷地一楷からは、中国や東南アジアにルーツがあると考えられている平窯が検出され、賜しい

t. の瓦、郎などが出土し、近世の生施辿跡の実態を把梱するのに十分な探料を呈示したと[j'えます。

今同の贅察棟地区からは、上焼、荒焼などの陶器や窯追具、陶土、対Jt,・b等が出上し、行政棟地区とは様

相が異った生産の場があったことが確品されており ます。また、辿構は初III期からHMIIの時期まで複雑に

瑣複して検出されました。これにより、近世窯業地の涌旧占惣跡の全容を浮き彫りにすることができたと

考えております。湧Ill古窯跡の調査を契機に各地に残されていた古窯跡の発掘調査が行われるようになり、

近枇の烈梁形態の研究に弾みがついたと言えます。

本報併野が遺跡の保護や文化財並びに歴史に対する認識と理解を深めるとともに、学術研究の一助にな

れば寺いにイ'Fじます。

木尾になりましたが、発掘調企及ぴ粁料整珊作業にあたり、多大なるご協）Jを頂いた1剥係各位に対して

深く感謝いたします。

半）必9年3月

沖縄県教介委貝会

教了f長 仲 里長和
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l . 本晶11肝IH'r~ '・ドは 1 990年度（平成 2) から 1 99 1 年 ｝立（平成 3) にかけて県教介委且会文化課が県庁舎建

設），Jからの分任を受けて、県庁舎特察棟の建設に伴って発掘調査された記録をまとめたものである。

2. 第n泡で掲載した「）JiS覇読史地1以l』（明治初年の那覇）は嘉手納宗徳氏の製作によるものである。

3. 第l]漱第 4図で使川した2500分の 1の国 I:ぷ財本図は述設省国士地埋院発行によるものである。

4 本"'ドに表示した窃度値は全て悔抜i翡である。

5. 各J'代の執笥は下品のように分担し、編集は長出均が行った。

大城 愁（第 I章、第Il坪、第Ill1位、第v卒）

戦見,,, 禎（第加怜）

6. 発掘，淵芥で出土した辿物及ぴ本{'r-に掲載した実測図、写真類等の査料は全て、県教脊委且会文化課脊

料奎に保↑・'T-している。
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第 2図 湧田古窯跡の位囲と調査地域
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第 I章 調査に至る経緯

第 1節調査に至る経緯

県庁舎辻設事業は、 II麻1161年にがt,~ して以米、行政棟、議会棟、 特寮棟と順次1こ事が進められ8年間の

歳Jlをかけて全ての新しい行政施設が完成しました。県庁舎が位骰する付近一術は、 17lll紀頃の焼物の1-j.:_

産が行われていた地で初田村が存在していたところである。戦後の焼け野が原から復輿して次々とIJり発が

進められ、近代的な建物が建ち叱ぶ行政の中心地となった。その間、 周辺地の文化財の調究が実施される

機会がないまま、 i勇田村が地下に狸もれることとなった。 しかしながら、以前から庁舎ー~,'iは切田焼の上

焼や荒焼の陶器片が採集されていたところで、文献や焼物関係者の中では）廿］知されていたところである。

そのような歴史的棗挽を有したこの地域に、新庁舎の建設が計他iされ文化財との調撒が必要となった。

涌田古窯跡の本格的な発掘調査は、昭和61年の行政棟建設r事に伴う緊、他発掘濶杏（調企血梢約5,000m')

を契機として、平成元年には議会棟（調布rm秘約3,0001'11り、平成2年には音察棟（調査血梢約7,800m')が

実施された。約LS,OOOm勺こ及ぶ広人な而秘からは、そこに生柄した人々の残した膨大な屈にのぼる辿物と

辿構が発掘されi勇L1I占窯跡の様相が確認された。これらの多くの成呆を提供した泌田古慾跡も調杏後は梢

滅した。抒察棟建設予定地は、 111第2庁令を建設する際の出謹礎 ,:事の際に破壊されている箇所もあったが、

巾庭や駐車場として利川されていたところは、地下位含附が比較的良く残っていた。

惰察棟建設に伴う緊急発掘調介は、先に実施されてきた行政棟、議会棟述設に伴う事前の協議調救の反

省にたって、県庁令建設），Jと教脊／『文化課との連絡会議がもたれるなど、工事がf予前の事前協議訊1l吼杞を早

めにするとともに、事前確認濶企、さらに本調布の為の調査計画がたてられた。•

発掘調企は平成2年10月から,m始され平成 3年7Jjまでの約10ヶ月の期間を11やした。j,-ij年8月には現

場業務完 (報併とともに、県庁令姓設：局へ現場の引き渡しをした。

第 2節調査体制

発掘調布は1990年（平成2年） ~1991年（平成3年）にかけて、約10ケ）J IIりの貶期に及ぶiJ,'Htとなった。

発す）lllfJt.J布から脊料j怪狸については県文化課が行った。

調究及びIii」；脊料の整埋、報；'i・,'ド刊行までに至る凍務体制は下北のとおりであった。

罰査組織

調1tJ;_体沖純県教脊委以会

教 rf 1~ 似j良m敏 （平成元年）支～平成2年度）

，' ii噌 1他―・.(平成3年）文～平成4年）文）

，，， 茄I勘If乎（平成5年）支～‘杓成6年）文）

,, 1, 但叫足利 （平成7年炭～）

文化課課長 ： rr. 保栄治郎（平成元年度～平成3年度）

，，， 金城功(~成4年度）

，，， 糸数兼治 ('I'・成5年）文）

，，， 西半守勝 （平成6年炭～平成7年度）
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11 大城将保（平成8年度～）

文化課課長補佐 'I俎1奥巡（平成元年）文）

，， ヒ社；洲均（平成尤年度～平成2年度）

，，， 伊佐兵ー（平成 2 年度~ •r-:成3年度）

It 知念功 （平成3年度～平成6年度）

I/ 川満ー）戊（平成4年度～平成5年度）
,, 新垣末 f・（平成 6年度～平成7年度）

I/ 日越囲IIH(平成 7年度～）

I,, 稲徹蛸 f(平成 8年度～）

調査車務

竹 .flll係係鼓 仲里哲雄 （平成元年度～平成3年度）

// 大村光仁（平成4年度～平成5年｝皮）

// 比｝至根正治（平成6年度～）

，，，七事 波平淳（平成元年度）
,, 上原節 ［・（平成元年度）

，， )!(Uq:i: 邦雄（平成元年度～平成2年度）

I/ 新垣昌頼（平成尤年度～平成3年炭）

❖ 仲里・1:,代（平成尤年度～平成2年度）

I/ 玉村良了・（平成2年）虻~・1勺&4年度）

l1 上11¥J尚r・（平成 2年度~・I勺戎4年度）
，， 比浙必代了・ （平成3年度~・I勺必 5年JS[)

ヶ主任 伊波盛治（平成4年度~・1勺成6年）虻）
,, 祁i111]1呆然り （平成；7年）支～）

ク主介 新1麻IIf (平成 5 年度~•ji..J成 6 年｝父）

，' 新煩敏 f-(•Ii. 成7年度～）

ク闊I]主介 宮城直(・（平成 5年度~'I勺必6年1虻）
,, 新崎文 f('I': 成6年度~'I勺必7年1文）

‘ 村山佐代（平成8年度～）

~ 上）J礼直樹 ('I勺戊8年1父～）

＇岡査総括

}![[1磁文化財係艮 安里繭pji粘 ('I勺戊元年度～平成2年｝虻）
,., 火城紐 (·1~成3年炭～）

発掘調究以 悶見111禎（允指釈主事取県立1九j手11,¥'澤学校教諭）

❖ L乏祉憐I(文化課上任）

/,, 金城亀伯 （文化課主任）

~ ,-. 地千賀 f・（前文化課嘱託調究以）

発拙訳叫補助i」 火））籾'U・（前文化課嘱託調企以）

，，， 山城安生（現北谷町教脊委且会文化課）

11 矢沢秀雄（文化課嘱託閤如:1)

I; 川巾ゆきの（文化課1屈託調査且）
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，，， 新城恵（前文化課嘱1(:,訃，M介U)

発枷1調1f協力↓↓ 池ITI栄史（琉球大学助教授）

発枷1「J叱'f.作菜且

比嘉まり了・、)¥f)I/IJ利忠 f、り・f殺恵子、川上益 f、金城IJx{-、宮城サダ f、上原・災智—f、大村山尖了ヘ

,i, 塚末了•、·:,:.;,,,11}↓（チ、与JJIS娯勢ii!:子、 'II I 11 J,11子、共、ぷ'iii"f、幸地マサr、開見岨悲：千、兼城光チ、金

城イゃ江、森IU 」~[-、辺上名キヨ子、赤硲11/1必、並里窪 f、新煩直美、人城戦-r、 i--.1瓜美枝、仲IUJ末子、

山川ト シ了、金城rh美-f-、新'11.造→、島尻二郎、比嘉すが—f、金城一必、金城ツネチ、 ii距嘉敷セッ了·、

上）~;l;(f-了·、金城八重千、 新晶新古、山内政了•、新垣ナヘ f、平l込r,J~f、乎良ツル[-、比屈根及代了 、

只）せ救、新厨シゲr、知化まさ＋、新城トシ了→、幸地ヨシ子、小波flt夏了・、 与JJIS城妙チ、川 Lサッ子｀

中村芳美、儀I/flトヨ、城MLハル＋、比／衿根トミ、イ中村ツル、与那JJ;(究伐．、 小橋川幸＋、£城窮子、杉

山灰II寿子、比浙キク、只／哨正一、知念政行、金城米チ、両銘パトロシニア

辿物洗浄作業以

名茄以樹、嘉数キミエ、小沢紀災子、践泊i'l子、上原涼 f、伊志紺ひとみ、岡村綾 f、兵悦名百合子、

新飢かおり、山城沖 f-、 I:: 狐菊枝、中村晶［・、大城好11(1、牧志珠代、討mトヨ f、饒平名安チ、 TI凩

災穂 f、火城敏了·、大城~{明 、 な~-i井米＋、平艮加代、山城ツヤチ、窮城伸一

究料整理作業以

右娯真山災、 i/J孔河秀子、安次/~~智十、新が．山及子、城11\J 悦了· 、 上城初＋、渡1~次純了·、滸久村:{JIS-f 、

安1/ljいずみ、 U瓜必令『［・、浜元春江、右橋朝子、川渦災押f、石+.itさゆり、外llfl峰了・、新垣T叫！ぶ子、

金城災祈、 ru中睦必、大城惇[-、 1,m瀬枝災 f-、呉我フジ f-、仲原）：IS ff、知念純子、 J//,lli買尚災、池）凩

直災、金武雅子、金城敬 f、大村l打美 f、折III衣了、下竹冷附ぶ f、屁Fl:I剛、 UJ;(I祉了・、崎／ぷ(T-!払千、

我JJISNJl悠ーf、1り味根二枝［・、城11¥J千鶴[-、外IUJ脈、 1⑭;・)初r、大城勝江、渡I災次ゆかり、西銘定ーf、

大城型 f、 池田悦 f、悩山/~[-、浙数4i~f-、糾艮三 T-代、手船水 f、木佐肛るみ f、 if 岡~[- [-、川ヒ

益r、宮城サダ f、!ml冦利了・、両銘パト Uシニア、 m波古好了・、船IIIJ利、i匂こ、比係まり了・、与儀、1ど、十、

新J和1'(美、‘姐IIT-代{・、 1','/j宮とり、将天111J直也、仲村'1'1[f、岡村綾[-、比嘉,'',f、杉山知炸子、神村

英樹、神村炎Iii:、矢沢秀雄、/<Iを111]味災津 r、‘白良翡f、金城礼子、上原博災、城1/IJ桂子、島袋イり芙、

又村純r、池HJ悦 f-、「DiJ I ゆきの、新城恵、比嘉悩—f、イNit!l月 ）ぷ、伊波小百介
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第II章 位置と環境

i勇田という地名は、現在では梢滅したが、占くはms覇市の1川町（西IIIJ、東町、若狭lllf,鼠崎lllf)のllti業

地域とともにその南東側に隣接し窯業を中心に活気を呈した村で、その範囲は/.t範囲に及び現在の那削市

如l16J1 T l:=I 2番2号一；僻から 2丁目、南1fllJは壺川の一部を含んでいたとされている。その中で初田古窯の

範間がハーバーピュウホテルやIRラジオ沖縄が位Ji梵していたとこるまで広がっていたとされている。

In湧田村が位骰していたと ころを明治初年の那覇を表した 「那覇読史地囮Jを見てみると呆崎村と湧Iii

村が隣接し奥武111は海上に浮かぶ浮島となっている。さらに周辺の歴史的深境や地形を「南品風土記』の

記事のなかにみることができる。それによると、泉崎は、識名丘陵からの続きで、安里川と國場川とのIHJ

を走って古波蔵から城岳の丘陵を越し、那湖造に舌状に突きだした小さな丘陵地であったとされている。

いわゆるJJII勒港へ流入する入り江近くに形成された丘陵緑端部に形成された村であった。

地形的には、玩在の楚辺や城岳一梢には琉球石灰的の丘陵地が広がり 、西側（現在のバスタ ーミ ナルや

那湖市役所、 IJ暉小学校にかけては、湿地楷がひろがる低地幣であったとされている。地質をみると島尻

培群（砂岩、泥岩）が基盤をな し、内陸側は琉球石灰界がそれを毅い、さらにその風化士である赤褐色土

（島）几マージ）が堆梢している。また、通・,:i.:111rから奥武LIJ-),r¥:は、現在でこそJ-1]1立による陸地部分が広が

っているが、その竹は小さな浮島が，,.•~在していたとされている。明治橋が架けられるまで小禄、原花方面

から1JIS淵陣街への父通は小さな小）lJ・ による洵上ルートによ っていたとされている。

また、湧Ill村は、占くは1838年（尚脊4)の!Ill封の冠船の来航の際に・1111・封使•行の滞在期間中の飲料•水

供給の地として も爪宝されるなど、柳U村に存在したi勇IJI井一の管J刑なども行われたとされている。それ

を肥した碑文 (I865年尚泰18)が辿v.されていたとされているが、去った沖縄戦において破壊され、現在

はその跡形も残ってない。この地が首'I!.I: 府のお抱えの？柊菜生産地として多くの焼き物を牛施しており、

特に 16J6年に尚既の ,~.命により、 1倍庶から朝鮮 (r,繍：見人）の一人―、 •宜、 三宜などの陶工を辿れて焔り、

焼き物の技術を伝授している。沖縄の代表的な陶工である -11:田典通 ・中村梨致元らも、ここi勇田村で作陶

業に籾を出し多くの製品を牛み出していったと Ijわれている。

1682年に現在の孤！）立の地に統合されるまでの約65年余の間、近111.-の時期における琉球M大の照業の村の

つであった。その後、この一.;:g:は明治期から大正期、 11(1和にいたる各時代を迎して県）『や県立1凶料館な

ど公共施設が立ち並ぶ）IIINJl市の中心地と変わっていった。しかしながら、去る大戦において、こと ごとく

Ill」は）火儘に期し、戦前からのIn来の町並が梢滅した。戦後は再ぴ現在の地に民政府が建股され行政の中枢

センターとしての位附を占め今Hに至っている。
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第 4図 現乱庁舎と発掘調査地区
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第 2次発掘罰査
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第皿章 調査の方法と経過

第 1節調査の方法と経過

苫察棟建設予定地内に係る発掘閥在は、これまでの行政棟 (5,000mり及ぴ議会棟 (3,000mり建設に伴

って実施してきた辿の緊，急発掘調布によるもので、県庁舎述設事業に係る1此終調査区として県Ji・'令建設

屈と調整に人った。行政棟、議会棟建設の際の協議を跨まえて建設沿手前の事前協議が吊期に図られた。

発掘調査については、 1日第 2庁令の解休撤去後の史地になったところに調布範囲を設定した。濶企期間

は平成2年10月から,17,成3年7)jまでの約10ケ）」で、 iij,',J1'f.IJJ1禾i'iは7,8001甘を対象に尖施した。さらに工事がi'

手後の基礎工事中に新たに人廿が/iiI一．した為、緊急に12月から 4日側の追）UII調布を実施した。

調査中途において、台風の接近により、発掘調介の進行に一部彩罪を受ける等、調布の制約もあった。

最終的には行政棟、議会棟地区を上同る調芥而梢となった。 Ill第2庁舎が残っていた場所は、地111面まで

基礎T事により深く掘削され破壊されている状況であった。しかしながら、中庭や駐車場として利用され

ていたところについては、 湧田期のオリジナルな辿物包含1~·1 がよく残っていた。

調杏区の股定は、舒寮棟地j;)(令体に4mX4111を1屯位としたグリッドを糾んでいった。グリッドの拮

準線は束西ラインとし、南側隅に晶本、1,',i:を設涎した。グリッド名は1t,J1l!llラインから北側ヘア、イ、ウ、エ、

オとし、さらに東側から西側へl、2、3、4、5、と鈴）IJ数字を使いアー1、アー2、イ ー］、イ ー2

とJIit!に番」かを振っていった。

発掘瀾1tは、南側、西側、東側の順に）R機により客上の除去を行った。幽1111)寄りでは批乱が抒し<i勇用

期の包含J1りは大きく撒乱されている状況であった。中央部（前）廷部分）については、比較的安定した u屈
が続き表土より約70cm下からは茶褐色の 1.:Mの11がりが認められた。第IllI杓とした i勇 I l l期の生活/1•1 として

捉えた/1・・'1である。中央部については表 I:除1~の段1粋でll(HII期の建物の晶礎石や松敷囲いのイjJ1 (跡が出上す

るとともに、湧111期の比片、荒焼、 卜．焼きの陶器片がil~在して出土してくることから、昭和期の辿構が見

え始めたところから作菜且による手JJ11!による発掘を実施し、表土除去後に求i14・ラインと南北ラインの上培

セクションを設けた。中央邪と南側、東側に集中して切川期の辿物や辿梢が出 I・.したことから 1I1地I>(に特

に限定したrJIJ1tとなった。

中央部の発掘状況からは、建物が位骰していたと息われる場所はほぼフラットに近い状態で造成されて

おり、山側から北側にかけてゆるやかに傾斜している。建物跡に床もらの）＆礎石が検出され、ほぼ等11¥J隔

(50cm ~60cm) で並んで/ ii 土した。 掘り 1~.げlfliは木）\l~iJも在で焼けたガラス質のiヽ料とともに焦 I·.面が）).,;がっ

ていた。石J-11は束,1り）]'向に秘み 1こげられているが、小嵌りの石灰佑、サンゴ礫を使ったあいかた秘みであ

った。

辿構は11(1禾II期から湧Lr!Jりの時期まで複雑に重複した状況で、さらに I'"/り1の地ill上面にはi勇III期よりも一

時期占いピット群が検出された。以 1-.のように昭和初期の建物の礎石やJj:Ji、）;-{1).xl川いの石Ji[跡、排水溝

が出上するとともに、 i勇田期の1~1 からは烹跡や県大の礫を敷き詰めた小逍の石敷跡、 井戸、）i JI多状の石糸ll

辿朴11,等が検出された。さらに、その 卜.1,;,1には地山,mに掘り込まれた小ピット,1怜、 石列、比湘まり、排水溝

状辿構が検Illされた。辿物は瓦をはじめ、陶磁器、慾道具、鉄滓、 J-11'禍、金属製品、古銭、痢プラシ、人

骨、獣骨等コンテナ数約1,700箱の膨大な址がIll士した。

, J/J布終 r後は、 ;Yl,J1f.区全体を肌めI必した後に県庁令建設），Jへ現場を引き渡した。
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第 2節発掘調査日詰抄

1990年（平成 2年）

10月151-1 (月）

10月16日（火）

10月1711 (水）

＼ 

10月191―I(金）

10月2211(月）

JO月2311(火）

LO月2411(水）

I 

I OJ) 2511 (木）

10月26「I(金）

I 

LOJJ 29「I(JJ) 

10月30日（火）

I 

11JJ7FI (水）

本Hから発掘調在を開始する。調杏而梢約7,800m2o

掘削機械により客士の除去作業、 1闊究区の南側から始める。

旧第2庁令の出韓礎や配水符が残っており、深く札話しされている。後枇の赤色瓦とと

もにi勇IH焼碗、樅り鉢、流焼の党の破片が混在してIll土してくる。

掘削機械により西側地区の客上の除去作菜も始める。西地区においても旧庁令の基

礎コンク リー トが残っており深く批乱されていた。戦前の建物の基礎石が出土。戦

災により焼けており、基礎石の固辺にガラス片が散在していた。

現場事務所への発掘調往機材等の搬入。

東地区、 南地区の客土の除去。 東南1tlll から40cm~50cm下で地山面が露Il l してくる 。

辿物包含},;りは確認できなかった。

今日から発掘作業具が人る。手掘りによる包含附面の検出作業。黒色土の包含陪而

が広がる。石栢みの円形状井戸が出 1こ。

閻査区中央部付近において敷き石の•部が/ii I・.。作られた時期は'j;lj然としないが、

上部に薄く漆喰様なものが塗られている。

井戸は円形でやや歪みがある。径は約70cm前後と小さい。周囲は石で取りまいてい

る。井戸の周辺には焼卜が残っており、地山面を深く掘り込んでいる。

井戸、敷き石の/J.II・. 状況の撤彩。テン トの搬人。

胴査IX令体の客 I・.の除去が続く。 昭和期から湧L「1期の雌物が混在して/1¥J・.o 

中央部付近において石列が出 1→.、漆喰が旅られている。比較的フラッ トな状態で蝕

含府が広がっている。

中央部の客 1-.部分の除去、 I・ 附部分の発掘。

建物の基礎と石坦の一部が検出された。II、¥:JUI的には新しい辿物が況在していること

から、戦前のある時期の建物の11J能性あり。全1本的に火を受けた跡があり、もろく

なっている。礎右は約80cmから90cmのIIIJIりがで配骰されている。素材は琉球石／火的、

珊瑚石。右坦は50cmから60Clllの翡さで、 屋敷IHIいの石が束jlLf)j向に租み I・.げられて

いる。

両地悩、南地1メ：の発掘。

褐色」：の他含}~りが部分的に残イヂしており、木炭の況ざりが見られる。 地111を切り込

む形で東西）j向にイiJ且がIll土。 1渇は珊瑚ィ iで慇の）~II I~ 痕が残っている。あいかた

梢みとなっている。片HITだけの化粧梢みで上留めとして秘まれたものである。

建物の甚礎れの一部がIll土した。

西側岐而より方形状の石糾辿構がIll上。小規模の範判で10cmから20cm大の琉球石灰

岩を加」且している。 逍物はかなりのi1tll1上しているが、股土巾からのものが大半で

ある。瓦類は少ない。上焼、流焼の碗、i哨竹、貨銭、拙鉢、褐釉陶器、黒釉jt鮒岱、

染付等。
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11 Jj 8 1-1 (木）

11 Ji 221―I (木）

I J J-J 23 H (金）

11月26H (月）

＼ 

11月27H (火）

11月2811 (水）

11月2911 (木）

11月30「I(金）

12月317 (月）

I 

12月7II (金）

12月lO「I(月）

12月141」 （金）

12月17「I(月）

＼ 

12JJ 21 Fl (金）

12)] 25 I I (火）

12月27H (木）

12) J 2811 (金）

L99J年（平成 3年）

1 J-J 4 I―I (金）

1 J1 7 I」 （月）

I 

1月31日 （水）

発掘の為のグ リッド設定。 1グリッド4mX4mとして東叫ラインを晶木軸とした。

クイ打ち作業。中央地区の包含屈の掘り下げ。第31屑茶褐色 I::培は初Ill期の包含,,,・;

となっている。窯迫共、 i勇且l焼の灰釉碗、樵網錘、拙鉢等がII'i-1-.。第2J,:!・H・） iの検

Ill。Pl形状の井戸1111りは 2凪の石梢みとなっている。井戸に付股した哨II石梢みが両

脇に位骰し、その間を石敷きで迎められている。i勇田期に利用された井戸の一つで

ある。

勤労感謝の日。現場は休み。

中央部の発掘。全体の俯轍撮影。

台風28号の桜近で発掘作粟中止。辿物の洗浄作業。

中央部に入るが、雨で午後から中止。

中央部の発掘。第2)(,f/(樅乱而）の掘り下げ。昭和期の建物基坦の検出。Ill土辿物

は新しい時期と沙Jn I期のも のが汎在している。陶器、 11n鉢、行銭、赤瓦、染付、褐

釉陶甘桔。

中央爵ISの発掘。昭和期～大正期の建物跡か。排水溝、セメント張り、漆喰旅り 。第

5 り•井戸の検11 1 。 中央部の平板測批。 西側地区に発見された不発弾の撤去。

自衛隊4く発弾処理班による撤去。

W直地区の発掘。 平板測批。 マスコミ各社への叫LIHI~告。記者会見。

調脊区域の1111き取り調脊を始める。現在、発掘 している地1.><:は戦前期の県庁令構内

の部と名えていた。

昭和4年頃を想定した那湖diの民俗地区1を参考に検討したとこる、検出されている

辿物の跡は県議会棟や県立図祁館の一部にあたるものではないかと杉えた。ところ

が、 開き取り謂企の結呆は、県庁舎の構内とは別に隣接していた「カラヤー」一偕

の敷地であった。その'''I時、 ・楷は個人の住宅が建ら並ぶところであったとしてい

る。

間Iり地区、中火部分の発掘。 第 3M茶褐色土I•けの掘り I'・げを続行。一部は地山1fliが

篠出。東側でやや閥くなり、西側へ1隕斜していく 。焼土而の広がりが見られる。

辿物は細）『ながらよ</J'i ,-. する。 打磁片、染付、 批焼のカメ等がII¥」：。 ll(i牙II期の述

物跡の'i'fljり付け作菜。

午前巾中央部の発掘。建物跡の20分の 1の実測作業。

御川納め。

御）ll始め。 1月からは中央部、怜i1Jり地区を 1-11心に掘り下げを行う 。i勇n―1期の他含層

の掘りドげと昭和期の建物跡、石坦部分の発掘に終始した。

今11から再ぴ本格的な発掘糾究を実施。中央部、神FJLり地区の掘り下げ継続中。

中央部から手梱弾 1 個が出土した。 ）~IS~Jl署へ辿絡。 第 4 砂井戸の割り付け作棠。 小

礫の石列がIII土。方形状の石列囲いの中に右を敷き詰めた辿構が検出された。出土
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月

月
2

2

 

3月1日 （金）

3月29Fl (金）

4月11:1 (月）

I 

4月3011 (火）

5 J J 1 1:1 (水）

I 

5月3111 (金）

6月311 (Jj) 

I 

6月2811(金）

7月lFl (JJ) 

7月31日（水）

8 J-J l旧 （木）

辿物は湧川期のものが多くなる。

南西部の発掘。中央部の発掘。県・庁令建設），.,jへの晶究状況の中11¥J報約。第3W'Iの茶

褐色土府の掘りドげ、ソー 8グリッドにおいて東西方向に延びる浅いfi'1l1¥を検出する。

1サ溝とする。20cmと浅<u字状をなす。骰土中から荒焼、 i'f磁、白磁約が出土。

17・1LI: 紀以降のものと判断される。

セー7、8でば淡褐色土Iり1中に灰色瓦、博、翌も笠が集中して出土。ソー 9、10では

土坑が検出された。一括投菜された可能性がある。

3月に入ると栂田期の生活府の掘り Fげが中心となる。途中雨夭により発掘作染を

中断する。 中央部、南両部の発掘調究。中央部のセー4-~ 6、ソー 4~6、ター 4

-5にかけてピット群が検出された。淡褐色土府の堀り ドげ。中央部は約 6割が地

山而までの鉗出作業が終わっており 、地u,而に小ピッ ト群が検出されている。晶釉

の急須と小壷が円形のピットの巾から発掘された。コー10では地u,而から赤色の陶

例土器の完形品が出土。各ピット群の平板実測作菜を始める。セー 5に東西ライン

に溝状辿構が検出 された。2分の 1の分割掘 りドげを行う。第4号井戸の断ち割り

断而実測。

戦前期の建物の非礎石と石列が残っていたところで屈l而と写兵を撮り終えた後に、

l『仰体撤去し内部の掘り Fげ。

ケーライン、セクションペル ト。北陪セクション固の作成。2サ方形石組の掘り込

み。ケー4にIll士した窯跡の検III作業。

4月はljt央部の発掘を集中的に行った。ピット群の全体の平板測枇とビッ ト内のレ

ペル記入作菜。淡褐色上),;1中からは瓦溜まりが確認された。令1本的に辿物のIII土が

少なくなる。地山面の検III作業。束西方向に傾斜している。東l世アゼの収り壊し作

業。

5rlは北1lm地区の発掘が中心となった。タ・チー6ではV字溝の上而とみられる辿

物溜まりを検/ 1 \ する 。 i勇 l 「1期 と ~I祖冦の時期が枇在 して /H I: する。Hl1:;IJ(プランの検li'i。

JI~L状況の確認。 北側地区に検出されたピット群の掘り下げ。 l 1_;. 、 2 り•石列の平

而実測。

6 Jlは北側、西側地区の発掘が1j1心となった。北側ピッ ト1作検/H。ウーラインの黒

褐色」；培の掘り下げ。ウー14において爪糾追梢と石集中部を検出。ウー18から明代

の胄磁、染付がかなり 出 ヒしてくる。

発掘作業も終煎に人り 、残りの北側、 束側、西側地区部分の発掘。北側の地）I多iJIIJi,l。

北側ケー 4において検出された 1号照の床lftiの残イヂ;111の検1111と）米1(1Jセクションの実

測。 2 号•井戸の掘り下げ。 照内のピッ ト群の掘り込み。 両側地 II 11f1Tの検出。西側地

悦の地形測批。20分の1のコンター作成。 1号比列の平lfli実測。

北1flllチー3の東様沿いに人骨が出上。

大）］の?JIJ布が終了。Iii土した辿物、発掘機材等を収1歳）収へ搬出する。

北側の写具撮影。現拗において人,,・;・の錯涎を此崎大学医学部松 l、・'J/:幸先生に依頼す

る（現在．、 山n県土井ヶ浜にある弥生ミュージアム館長）。鑑定の結呆、成人男チ・

で年齢40~60代、 長身。日本人か否か断定が出来なかった。
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8月511 (JJ) 

I 

8月811 (木）

8月9LI (金）

8J]IOU (土）

lり烈束側の,,糾器）促菓七坑内の辿物取り］．．げ及ぴ実iJ!lj。

1号人骨の検出。 ヒりしの南側には柏の側板の跡と少しられる格 f状の桟を検Illする。

柁には地下足袋のそこが残っており、地下足袋をはいたまま肌拌したと判断された。

また、左/j嬰近くにはプリキのケースに人ったメガネが/rilJ~阻されていた。

l I」•人骨の取り Kげ。 ,VMイt区のJL[!_ め）べし 。 県庁令姓設），J 、 ））］絣訓 i環桃公‘占術生課、

県評鑑識課,,:会いによる人'l'J確認の後、取りヒげ作業にはいった。

間査区全体を雌め戻したあと、令ての濶企を終了。機材の撤収。現J)),を引き渡す。
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第W章層序と追楷

第 1節層序

まず、本調杏区の全体的な状況について概観すると、本調査区は、池lオf.l区のほぼ中火に旧庁令が位骰し

ているため、庁令部分は基礎によ って、地 ド深く袂られていた。このため比較的辿跡の保存状況が良好と

みられたのは庁令周辺の前庭や空地部分と考えられた。 しかしながら、これらの部分も本逍跡が廃絶した

あと、｝祝敷地となり、史に第 2次大戦の戦火を受けたのち、民敷地は鼎地されたという経過をたどった結

呆、本辿跡の逍構及び辿物包含,riはかなりの削平ないし批乱をうけている。またこの地域の地形は地山l虹

から想定すると、県庁,J,j辿りから張り出した微邸地が開1H小学校に向けて裕ち込んでいく形状を示すもの

と考えられる。このような状況から、木調杏区では、 』~111)企 I><:1!.Y.illilでは整地に伴うとみられる堆秘J,;,1が毅い、

束ill!]では地山而近くまで削半をうけるという状況になっている。このため本辿跡に伴うとみられる辿梢お

よぴ辿物鉱含卜汁を確認、できたのは晶l在区の東側から北東側にかけての微窃地上のごく限られた部分であっ

た。

次に、本調査区の/1'•'1 位について述べる 。 本製杏区の）i•'i位は前述したような状況から地区により部分的な

堆禎/1'1が確認されたが、甚本的な）習I+は以ドの通りである（第 5囮）。

表 I.:層 Ill庁舎に伴う閉各地/1·•',で、石｝火宕を破砕した礫から1必る。

第2/M 黒褐色· !·./~り 。 l1iJ/1・,1 は屈敷地の下部から屋敷地を被毅する界で、本逍跡の廃絶後の整地に伴う /1•'1 と

衿えられる。しかし、近現代の辿物の他、明代から梢代にかけての中国）疱陶磁器および近世の同

泥陶磁器、 沖縄産陶器など火凪の逍物を鉱含している。

第311'・1 i炎褐色 1-.1~1 。 地 111への移行附で、調11:1:x~東側から北東側にかけて分布する。地区によっては褐色

を呈する。辿物の他含は少ないが、本辿跡に伴うとみられる辿構が検出され、辿物はこの辿構而

に散乱した状態でIll七している。辿物は沖縄廂陶描 ・lL類を H本とする。

地 111 褐色の粘 I・.質。
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第 2節遺構

本訊:,111:1.x:では、戦前期から4ゞ逍跡に属するとみられる近Ill:期にかけての辿構が検/11されているが、 IM序

の項でも述べた通り、 全体的に後lltの批乱及び削'flを受けており、保イf状態は良好とはいえない。しかし

ながら 、 後述する よ うに窯体の・；~II· 廃染 1-.JJ災及び石敷辿構の検出は本辿跡の性格を究明する Lでi't巫な

下掛かりを得た。次に辿構の検/1¥状況について述べる。まず、第2/,;,・) (黒褐色 1:/\'•'i ) を枷1 り 下げの段階で、

濶査Ii南 · 1{部において凩敷跡• 井戸が検出 された。）五敷跡は土留め石積み、礫れ、犬走り状辿構、溜め井

などから構成され、ガラスの散乱もみられた。また、礫石や土IIIJには火を受けたとみられ、赤化した状況

が観察された。さらに尾敷内部よ り、 IllU本ii庄軍の60キロ爆弾が水箱に入った状態で検Illされるなど、こ

の屈敷地が戦災により焼失 した状況が確認されている。

次いで、第2li•1 を完掘し第 3 陪（淡褐色 I·.層）から地111而にかけて、本逍跡に）／応するとみられる追樅が

検出されている。これらの辿構は調企区東側から北側にかけて分布しており、第 2}(•1 期 に削 平などの破壊

を受けている。検Illされた主な辿構には烹休、廃梨」：：城、石敷辿構 ・溝状逍構、イ'--j列、瓦列、柱穴辟等が

ある。以ド、第3l•:1 から地山面にかけて検出された辿構を中心に記述する （第 61文I ~第 1 7 1以I) 。

窯 1本 (1号窯） （第6屈）

潤布区東1111J で 1 姑確認 さ れた。—i~ Jii1h線は概ね南西ー北東方向を示し、長！柚l方向約250cm 、短軸方向約

180cmをilillる範囲に上部に［は褐色 I・.、下部に赤色上の 2枚からなる硬化而が検/IIされた。後Ill:の樅乱と削

・flを受けているため辿構の残存状況は艮くない。残イ―f部の断而の形状は、南11Lj方何からほぽ水‘ドな硬化血

が約10゚ の角炭で立ち上がっていることから、焚き 11部に相当するとみられる。焼成'=¥..等の形状は残念な

がら後世のl'Jlj·fにより、詳細は不明であるが、焚き 11部の形状及ぴ窯床の傾斜の状況~Jから肌喉の登り惣

であったと椎定される（註 l)。

註 L.池111栄史 • 松島朝Ji両氏のご教ポによる。

廃棄土壌 （第71又I)

rd,',J布区東側で、密休に隣接して検出された。平而形は艮Mt方J/1J280cmをiJIIJる不定）I多をなす。 1ゾ）廣内部か

ら焼成tjIに破姐した砥、 !.Mf甕、抑鉢等が一括廃梨の状態で検出されている。

石敷遺構と溝状遺構 （第81又1--第IOI以I)

1u/,Jイ枢．如!Illで検出された。弧を描くように溝状の辿構が概ねJt,j北）jい）に走り、その）,';JI川をィ-j)天府の緑石

を廻らせ、さらにその内側を石灰岩礫で敷きつめたもので、イ場陣iには沖縄脱陶樅が散乱した状態で検1111

された。 またこの溝状辿構の外弧に-~行する形で長さ約800cm 、 1~1,\60cm、深度60-70cm を測る溝状逍構が廻

る。この追構は開褐色上をまじえた多11しの逍物によ ってJljl_積された状態で検出されている。

石列 （第III又I.第12似I)

調1f.lx・・中央で2J, 雑検 I ll されている 。 2).~はほぼ平行して概ね11,j両ー北西に走る。東側より、 l ¥)・ ・2サ

とした。 1号石列は石灰宕礫から成り、輻40cm、1{さ580cmをiJIIJる。北西針社にjiiJじく石灰1;・11繁を廻らせた

湘め）j: 状辿梢が付属する。溜め片状逍構は此）i!I~ 状をなし、深）虻30cmを測り、内111Tは後IIしの補修によると

みられるコンクリートで被殺されている。

2 ウ）•ィ i列は、 ,{j灰約礫から成り、 1111,180cm 、 :L乏さ 860cm を illll る 。 :.?i列 中央には緑ィ iが残イf しており、排水

滞ではないかとみられる 。 石夕•1J1J、JiJISから沖縄J狙陶器 ・Jt:. 址,.等が検出されている。

瓦 列 （第13図）

前述の石列とほぽ平行する形で検出されている。貶さ440cmで一列検出 されている。瓦は）火色瓦、赤褐
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色瓦からなる。

井 戸 （第141)1{1)

閻在区東側で検Illされた。4噂壮t区では合わせて 5-6基の井戸が検出されているが、いずれも石灰約

礫を廻らせたIJ.J形状をなす掘り抜き井戸である。長庫11J方向460cm、細li!II方向260cmを測る。この井戸は石敷

き部を布するもので、問lltlを緑石で廻らせる。

柱 穴 群 （第151図～第t71ZI)

調査区北半を中心に那しい数の柱穴群が検出されており 、この中には根固めと考えられる石、瓦類の破

片等が確認されたものもある一）jで、r.J罰からの掘り込みとみられるものもあり 、時期の特定及ぴプラン

の検ILIは困難であった。
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第 7図 廃棄土濃
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第 8図 グリッド設定図及び遺構の配逍状況
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第V章 士
口糸 五

ロ-iun
 

珈 II古惣跡については、行政棟、議会棟、特寮棟建設地区において実施してきた 3I父の発1>i1!f~1\J企の成呆

により、その令容を把握することができたと衿える。特に行政棟地I){の調介においては予想だにしなかっ

た県内初のII j J診状の半照朴I{造のり的せが出 I・.し登り惣とは辿った窯として構造的にも、あるいはそのルーツ

や生j)~,: した対象物ク；：について、新しい脊料を晶小するとともに近枇‘沖縄窯業技術の間題点を~Jtポした。 登

り窯が沖縄の一般的な慾構造として捉えていたものが、従来の兄解とは異なった窯構造が発掘されたこと

により、複数形式の窯菜形態がイF在していたことをぷすものであった。近世沖純窯菜技術の解明に考r片学

的見地から一れを投じることとなった。また、 i勇田 占惣跡令体の中では生産する対尿物によって地区が分

かれていたこと、その製造が比、側を,,,.肱した比烹、売、並を焼いた洗焼窯、さらには湧1IJ焼と呼ばれる

碗、 llllぐ夕を焼いた上焼窯を生脱した拗所がイf在していたことが確認され、それぞれがJ.1/-菜化した慾楊が存

在していたことが分かった。

介,,―,1の特察棟地区については、兌焼きを中心とした11:.1狙の場であった可能性があり 、出土辿物とともに

窯跡が検Iiiされるなどそれを示す膨大なtt料の出上に恵まれた。辿構については昭和期からi勇Ill期、さら

にはそのド）iりに一時期占い辿構が検出され、複雑に瓜複して残存している状況が兄られた。中でもi勇且1期

の党として判断したものが3);闘検出されたが、いずれも地II I 1uiに下部の炉）未部分と忍われる焼土lftiの広が

りが残っ ている状況で炉床からの立ち上りの~.~1/tiや I·.場の構造については破壊されており、全体の構造が

確認できなかった。しかしながらIii上した辿物を見てみると窟追具の一つであるトチンが数多く出土して

おり、惣のなかの製品を焼成する際の文持台として使われるものであることから、本地区において焼き物

の''"・廂が行われていたと考えられる 。 さらに、,,,]地区内の中央部からは荒焼きの売に人っ た ''~J ヒも出上し

ており、似料をJri蔵したnJ能性がある。荒焼かヒ焼川の陶上として用いられたものとして判断される。

よた、 4噂11£区からは 5~品の円）核(j糸ILみの）I; J iが検出されたが、その内一品についてはj..lj形のJI:戸同り

に小振りの石で ・.1「[に取りまき、さらに僻状に爪敷きの流し場を取り付けた）打戸が検Illされた。残念なが

ら）杓 ij)、)は深く I・.が投げ人れられており JI:J i内が狭く掘りドげが困難であったことから、 ド;'f!Sの構造まで

叫 111することは出来なかった。i勇川期に利川された）j: J iの一つとして解された。さらに切IIIWJの I噌りにお

いては、地1111/tiを掘り込んだ小ピット 1作が検/IIされ油川の時期よ り一時期古いIIS:Jりの逍構として捉えられ

た。ピッ ト詳からの建物令イ本のプランは確認、/11米なかった。

また、辿物においてはこれまでの行政棟、議会棟をはるかに越える膨大な ：1しがll't,~、 したことから、窯菜

の伽）住地として、あるいは湧田村の様相を知る下がかりが掴めたと』・える 。 ·j~ l災なものでは瓦、 i勇 LIIの上

焼、兌焼、 中国陶磁器、 本」謹~ I淘磁器、 窯逍具、 Jll'J/1,\ ~舒があり 、ある程度の時期の11安になった。叫可陶

磁器についてみると 18111:紀から t9lll:紀頃までが II 立ち 、 湧 11 1 古烹の時期、評察棟地区の性格を名えるW•fc

なクt料を惜ぷしたと ;fえる。i勇田焼と呼ばれる I・.焼、批焼を対政にした窯については窯休部分が木だl!fj確

ではないが、今後、 i!))111占惑跡と想定されている範I川の中において発掘されることが叩まれるとともに、

今後の代料の追）~IIが必要である 。

なお、木）6になりましたが、本地区からIII I: した辿物の全てについては、あまりの膨大な脊料であった

ため、 11,',i 々の辿物につ•いて詳細に記述しまとめ本·f.lH ' ;· ft= に掲載することがI ll米なかっ た 。 発枷1調布を担当

した者として北してお詫びをrpしあげるとともに、 .;j¥f.11約J.'}=が梢細を欠いたものとして研究者並びに1枯l係

各位から御叱加を受けるものと深く反省するものです。本編とは別に辿物編としてまとめあげ報告する f

定にしている。
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第 1図版発掘作業風景
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第 2図版平板測量作業状況
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第 3図版 遺物包含層の堆積状況
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第 4図版 1号窯検出状況
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第 5図版廃棄土凛検出状況
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第 7図版遺物出土状況
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第 8固版遺物出土状況
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第 9図版
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第10図版 遺物集中遺構検出状況
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第11図版 遺物狐中部検出状況
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第12図版土i廣検出状況
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第14図版
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第15図版石溜り検出状況
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第16図版
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第17図版 礁物遺構検出状況
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第18図版
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第21図版 井戸遺構検出状況
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第22図版 井戸遺構検出状況
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第23図版 井戸遺構検出状況
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第24図版 井戸及び周辺の遺構検出状況
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第28図版方形状遺構検出状況
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第29図版方形状遺構検出状況
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第30図版 方形状遺構検出状況
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第31図版方形状遺構検出状況
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第32図版 方形状遣構検出状況
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第33図版
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第34図版 各種遺構検出状況
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第35図版 各種遺構検出状況
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第36図版 各種遣構検出状況
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第37図版 2号石列遺構検出状況
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第38図版 石列遺構検出状況
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第39固版 各種遺構検出状況
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第40固版 方形状遺構検出状況
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第41図版
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第42図版 石敷遺構検出状況
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第43図版 大溝遺構検出状況
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第44図版溝遺構検出状況
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第45図版 合狸遺橿柿m
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第46図版 ピッ ト群検出状況
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